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はじめに  

【背景】自動車リサイクルの現場では依然として多くの作業が人の手に依存し、効率化および属人化

の解消が進んでいない。本事業では自動車リサイクルの現場に AI/IoT 技術を導入し、各処理プロ

セスの主要課題に解決策を提示し、自動車リサイクルの効率化、高度化を図る。 

【事業概要】自動車リサイクル現場が抱える課題の内、1 年目の FS（調査）事業で選定した 3 つの

課題に対し、AI/IoT 技術を用いて解決策となる実証システムを開発し、現地実証試験を通して、

その有効性を検証する。なお、2 年目のプロトタイプシステムを開発、検証した結果、今年度解決

を図るべき課題とその解決策は以下のとおりとした。 

１． 解体方針作成作業（※）の自動化および属人化解消 ※取り外し中古部品の選定作業 

→ AI などを用いた解体方針作成システム ：テーマ 1 

２． 車両仕入れ時の価格算定作業の自動化および属人化解消 

→ 中古部品販売実績やマテリアル販売実績を用いた車両価格算定システム ：テーマ 2 

３． 中古部品取り作業の効率化および属人化解消 

→ スマートデバイスなどを用いた部品取り作業ガイドシステム ：テーマ 3 

【事業スケジュール】本事業は全体で 3 年間を予定 

 

【これまでの事業実施内容】 

• 10 車種を対象にテーマ 1～3 の各実証システムを開発後、試験を実施した。 

• 各システムの実証試験結果を分析・評価し、有効性ならびに事業化に向けた課題を明確化した。 

• 関係ステークホルダと事業化構想を立案した。 

 

【今後の見通し】 

• 関係ステークホルダ（部品流通システム等）とシステムを部分実装（スモールスタート）する

方針で協議中である。 
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1. 助成事業の計画 

1.1. 自動車リサイクル業界における事業の位置付け・背景 

近年、慢性的な労働者不足が社会問題となってきている。その流れは多くの人手を要する自動

車リサイクル現場にも及んでおり、作業の効率化や自動化が期待されている。また各処理プロセ

スでの作業が属人化しており技術やノウハウの伝承が上手く進まないことも課題となっている。 

一方で、業界全体で経済的循環に資するデータプール構想もあり現在、自動車リサイクル事業

者（以下、「リサイクル事業者」と記す）が個社ごとに有する現場データ（部品に関するデータや

解体ノウハウなど）の共有化も検討している。 

こうした状況を受け、本事業では自動車リサイクルの現場に AI/IoT 技術を活用した DX（デジ

タルトランスフォーメーション）を推し進め、各プロセスの主要な課題別にデジタル技術を用い

た解決策を提示し、自動車リサイクルの効率化、高度化の可能性を検証する。最終的にはより多

くのリサイクル事業者が利用できるシステムを構築し、AI/IoT を利用した解体支援サービスの提

供を目的とする。 

1.2. 事業の実施内容 

1.2.1. 事業計画概要 

本事業は全体で 3 年間を予定。1 年目は調査事業とし、処理プロセスごとの課題に応じた解決

策（表 1 参照）の調査・検証を行い、実現性および効果の高い事業 3 テーマを選定した。 

2 年目の昨年度は、選定した 3 テーマのプロトタイプシステムを開発し、現地 PoC（Proof of 

Concept：概念実証）をリサイクル事業者 3 社で行うことでシステム面および運用面での課題を

洗い出した。 

3 年目となる今年度は、昨年度出た課題の対策を反映させた実証システムを構築した上で現地

試験を行い、事業モデルの形成をめざす。 

なお、テーマ 2 のトレサビ管理システムについては昨年度実施した「トレサビ管理（処理状況の

見える化）」機能は課題と方向性が明確となったため検証終了とし、代わりに「車両仕入れ時の価

格算定業務を自動化」する機能を新たに追加した。これは昨年度作成した、輸出部品とマテリア

ルの販売実績管理機能を活用することでリサイクル事業者が抱える「車両仕入れ時の価格算定業

務の属人化および価格算定の適正化」の課題を解決できると考え、開発テーマに加えたものであ

る。 

検討を進める上では多くの部品データを有する既成の部品流通システムとの連携を図り、多く

のリサイクル事業者にとって実効性の高いシステムとすることをめざす。 

表 1 課題解決策 

№ 実施テーマ 課題および対応策 

1 
解体方針作成 
システム 

必要な部品や在庫管理の判断は担当者の知識・経験に頼り、属人化 

➢ 受発注データや市況などに基づき、解体方針を AI などで自動作成

し、作業者に必要な解体部品や在庫管理のための情報を提示 
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2 
トレサビ管理 

システム 

個体情報の識別作業性およびトレーサビリティに課題 

車両仕入れ時の価格算定業務の属人化および価格算定の適正化に課題 

➢ 車の個体識別には金属対応 RFID を用いることで識別性の向上とトレ

サビ管理（処理状況の見える化）を実現（2023 年度検証終了） 

➢ 中古部品およびマテリアルの販売実績から車両仕入れ時の価格算定業

務を自動化し、最大価格・最小価格を提示（2024 年度開発、検証） 

3 
部品取り作業の

効率化 

取り外す部品は 100 種類以上あり、車種ごとに解体方法が異なるため作業

が複雑、且つ解体ノウハウは個々の経験に頼り属人化 

➢ 車種ごとの解体手順をデジタル化してスマートデバイスなどで教示 

 

今年度の具体的な実施内容を以下に示す。 

テーマ 1．解体方針作成システム（実証システム） 

⚫ AI を活用して取り外し部品を自動的に選定する、部品選定 AI 機能（以下、部品選定 AI

という）の開発、検証 

⚫ 車両の入庫登録機能および CP（コーションプレート）読み取り機能の開発、検証（既成

クラウドサービスと連携、また文字補正に一部 AI を活用） 

⚫ 画面上でコンピュータに指示する GUI（Graphical User Interface）の作成 

⚫ 既成部品流通システムとの連携に関する協議 

テーマ 2．車両価格算定システム（実証システム） 

⚫ 輸出部品およびマテリアルの販売実績管理機能 

• 情報の取得・管理システムの開発 

⚫ 車両価値の自動算定機能 

• 国内向け中古部品、輸出部品およびマテリアルの価値から車両の価値を自動的に算定す

るシステムの開発、検証 

• 画面上でコンピュータに指示する GUI の作成 

テーマ 3．部品取り作業ガイドシステム（実証システム） 

⚫ 部品取り作業ガイドシステムの開発、検証 

⚫ 部品取り作業ノウハウのデータベース（DB）作成 

⚫ GUI 表示アプリ（タブレット用）の開発、検証  

今年度の実証で対象とする車種については 10 車種とした。 

 

次に、各システムの開発において実施する作業項目を以下に示す。 

なお、システムの開発にあたっては開発スピード向上や仕様変更およびトラブル等に柔軟に対

応すべく「アジャイル型開発」を採用し、システム開発を 1st スプリント～4th スプリントの 4

段階に分けて実施した。 

（１） 基本方針設計 

• 今年度対象車種、部品の選定（10 車種、各 5 部品） 

• 開発方針の検討 
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（２） ノウハウデータの収集、作成 

• 解体方針作成システムに必要な部品データを既成の部品流通システムより受領し、分析

の上、加工、整形 

• 部品取り作業ガイドシステムの開発のため、部品取り外し作業手順書を 10 車種、各 5

部品分作成 

（３） システム構築（1st スプリント）：2024 年 4 月下旬～2024 年 6 月末 

テーマ 1. 解体方針作成システム 

• 画面モックアップ（※1）の作成 ※1．機能を実装していない完成画面のビジュアルイメージ 

• 入庫登録および CP 読み取り機能の設計、開発 

• 部品選定 AI の使用データ検討 

• リサイクラでの画面モックアップ検証（ヒアリング） 

テーマ 2. 車両価格算定システム 

• 画面モックアップの作成 

• 要件定義および機能設計、開発 

• 輸出部品およびマテリアル金額データの活用方針検討 

• リサイクラでの画面モックアップ検証（ヒアリング） 

テーマ 3. 部品取り作業ガイドシステム 

• 画面モックアップおよび CMS（Contents Management System）画面作成 

• 機能設計、開発 

• リサイクラでの画面モックアップ検証（ヒアリング） 

• 解体手順書の作成（2 車種分） 

（４） システム構築（2nd スプリント）：2024 年 7 月初旬～2024 年 9 月末 

テーマ 1. 解体方針作成システム 

• CMS 画面の作成 

• 入庫登録機能の設計、開発 

• CP 読み取り機能の開発および AI 学習 

• 部品選定 AI の開発およびデータ整形、学習 

• 部品選定 AI および CP 読み取り機能の試験、分析（1 回目） 

テーマ 2. 車両価格算定システム 

• CMS 画面の作成 

• 価格算定機能の設計、開発 

• 輸出部品およびマテリアル金額データの収集および整形、入力 

• 価格算定機能の試験、分析（1 回目） 

テーマ 3. 部品取り作業ガイドシステム 

• CMS 画面の修正 

• CMS 上でのコンテンツ（手順書）作成（2 車種分） 

• ガイドシステムの効果検証作業（1 回目） 
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（５） システム構築（3rd スプリント）：2024 年 10 月初旬～2025 年 11 月末 

テーマ 1. 解体方針作成システム 

• CMS 画面の部分修正 

• 入庫登録機能の開発（改良） 

• CP 読み取り AI 補正機能のチューニング 

• 部品選定 AI のチューニング 

• システム検証：部品選定 AI、CP 読み取り機能の 2 回目試験・分析 

テーマ 2. 車両価格算定システム 

• CMS 画面の部分修正 

• 価格算定機能の開発（改良） 

• システム検証：価格算定機能の 2 回目試験・分析 

テーマ 3. 部品取り作業ガイドシステム 

• 解体手順書の作成（6 車種分） 

• CMS 上でのコンテンツ（手順書）作成（8 車種分） 

• システム検証：ガイドシステムの効果検証作業 

（６） システム構築（4th スプリント）：2024 年 12 月初旬～2025 年 2 月初旬 

テーマ 1. 解体方針作成システム 

• CMS 画面の部分修正 

• 各機能の修正・試験 

テーマ 2. 車両価格算定システム 

• CMS 画面の部分修正 

• 価格算定機能の改良・試験 

テーマ 3. 部品取り作業ガイドシステム 

• CMS 画面の部分修正 

• コンテンツ（手順書）の修正 

（７） 評価・分析 

• 3rd スプリント～4th スプリントに実施した最終実証試験の結果を分析・評価  
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1.2.2. 事業の実施体制 

今年度事業の実施体制および役割分担を表 2 に示す。 

表 2 代表事業者、連携事業者の役割分担 

法人名 事業者の位置付け 当事業における役割 

AI/IoT 

ベンダー 

㈱日立製作所 代表事業者 

全体取り纏め、およびテーマ 1，2，3（解

体方針作成システム、車両価格算定システ

ム、部品取り作業ガイドシステム）の要件

定義・基本設計、試験計画、試験運用 

㈱日立社会情報サービス 外注先 

テーマ 1，2，3（解体方針作成システム、

車両価格算定システム、部品取り作業ガイ

ドシステム）の設計・開発 

㈱日立産機システム 連携協力先 情報・ノウハウ供与 

リサイク

ル事業者 

㈱鈴木商会 共同事業者 
実証フィールド提供、情報・ノウハウ供与、 

データ収集、試験運用 

㈱エコアール 外注先 同上 

㈱ライズコーポレーシ

ョン 
外注先 同上 

㈱ツルオカ 連携協力先 情報・ノウハウ供与 

その他 

㈱JARA 連携協力先 部品流通システムの連携協力、情報提供 

NGP 日本自動車リサ

イクル事業協同組合 
連携協力先 部品流通システムの連携協力、情報提供 

連携イメージ図 

 

以下、(株)JARA は「JARA」、NGP 日本自動車リサイクル事業協同組合は「NGP」と記す。 
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1.2.3. 事業の実施スケジュール 

今年度事業の実施計画および実施工程を表 3 に示す。 

表 3 事業実施工程  
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2. 助成事業の報告 

2.1. 助成事業実施結果 

今年度助成事業の実施方法および実施状況を以下に示す。 

（１） 基本方針設計 

-1. 今年度対象車種、部品の選定 

車種については昨年度同様に入庫頻度が高いもの（試験台数確保のため）および解体工程が

他車種より複雑なもの、また部品については取り外し手順が複雑なものおよびレアアースなど

の希少素材を含むもの、といった観点を優先条件とした。その上でリサイクル事業者 3 社に聞

き取り調査を行い協議した結果、表 4 に示す車種と部品を今年度の対象とした。 

表 4 今年度対象車種と部品一覧  

 

-2. 開発方針の検討 

昨年度開発したプロトタイプシステムにおける現地 PoC で見えた改善点とそれを解決する

ための方針を検討。PoC で見えた改善点および今年度の開発方針を図 1 に示す。 
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図 1 PoC で見えた改善点および今年度の開発方針 

 

各テーマ別の開発方針を以下に示す。 

 テーマ 1．解体方針作成システム 

機能要件概要を図 2 に示す。また、プロトタイプシステムからの変更点を図 3 に示す。 

図 2 解体方針作成システムの機能要件概要 

 

主な機能を以下に示す。 

⚫ 入庫情報登録機能 

⚫ CP 読み取り機能（文字補正 AI 機能を含む） 

⚫ 部品選定 AI（取り外し部品の自動選定）機能 
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⚫ 取り外し部品選定後の人手による部品追加機能 

図 3 解体方針作成システムのプロトタイプシステムからの変更点 

 

テーマ 2．車両価格算定システム 

  機能要件概要を図 4 に示す。 

 

図 4 車両価格算定システムの機能概要 

 

主な機能を以下に示す。 

⚫ 輸出部品およびマテリアル販売実績の登録機能 

⚫ 車両情報入力機能 

⚫ 車両価格算定機能 

⚫ 部品ごとの価格表示機能 
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テーマ 3．部品取り作業ガイドシステム 

  機能要件概要を図 5 に示す。 

図 5 部品取り作業ガイドシステムの機能要件概要 

 

主な機能を以下に示す。 

・ 部品取り作業要領の表示機能 

 

-3. システム構成案 

全体のシステム構成案を図 6 に示す。 

図 6 システム構成案 
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（２） ノウハウデータの収集・作成 

• 解体方針作成システムに必要な以下記載の部品データを昨年度同様に既成の部品流通シ

ステム（JARA / NGP）より取得し、取り外し部品の選定に活用できるデータ項目を分析

の上、加工、整形を実施。 

【データ項目】 

1．売上データ（売上数、売上価格、車両情報など） 

2．在庫数 

3．システム上での検索数 

4．その他 

【データ期間】 

直近 2 年間分 

 

• 部品取り作業ガイドシステムの開発にあたり、昨年度同様に部品取り作業の作業要領書

（マニュアル）を図 7 に示す手順で作成。作業要領書の作成様式を図 8 に示す。 

図 7 部品取り作業要領書の作成手順 
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図 8 部品取り作業要領書の作成様式 

 

（３） システム構築（1st スプリント） 

アジャイル型開発の性質上、各機能をスプリントごとに段階的に開発、改良することからシ

ステム構築に関する実施結果をスプリントごとに記載することが難しい。そのため、開発し

た画面および機能詳細を後述する 2nd スプリントと併せて報告する。（1st スプリントでは画

面モックアップを作成したが CMS 画面で説明） 

 

（４） システム構築（2nd スプリント） 

テーマ 1．解体方針作成システムで開発した CMS 画面および機能を図 9～13 に示す。 

(a) CP 読み取り機能 

CP の撮影画像を読み取ることで、(b) の車体情報登録欄へ以下の項目（最大 7 項目）を自

動的に反映する機能 

 ・車台番号 

 ・認定型式 

 ・エンジン型式 

 ・カラーNo. など  

(b) 入庫情報登録機能 

車体情報を手入力もしくは CP 読み取りにより自動入力する機能 
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図 9 解体方針作成システム 入庫情報登録画面 

(c) CP 読み取り方法選択機能 

カメラによる CP 現物撮影、もしくは事前に撮影した撮影画像データを選択する。 

図 10 CP 読み取り方法選択画面 
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(d) CP データ取り込み画面 

図 11 CP データ取り込み画面 

 

(e) CP 読み取り結果画面 

CP 読み取り機能により識別した文字列を読み取り項目ごとに表示。誤って識別した場合 

はこの画面で修正可能。 

図 12 CP 読み取り結果画面 
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(f) 部品選定 AI による部品選定結果画面 

入庫情報登録内容をもとに部品選定 AI が取り外し部品を選定。部品選定結果に変更を加

えたい場合は部品の削除や追加が可能。 

図 13 部品選定 AI による部品選定結果画面 

テーマ 2．車両価格算定システムで開発した CMS 画面および機能を図 14、図 15 に示す。 

(g) 車両価格算定結果画面 

部品流通システムの部品売上データおよび各リサイクラから入手した輸出部品およびマテ

リアル販売実績から車両価値を自動で算定。 

最大金額と最小金額を切り替えて表示することが可能であり、以下に示すような部品区分

ごとに価格を表示。 

・外装部品、内装部品、走行部品、電装部品 など 

図 14 車両価格算定結果画面 
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(h) 部品区分別の価格算定結果画面 

(h)で表示した画面において右端の「詳細へ」ボタンを押下すると選択した部品区分の部

品一覧が価格とともに表示される。また、合計金額から除外したい部品の削除が可能。 

図 15 車両価格算定 部品区分別結果画面 

 

テーマ 3．部品取り作業ガイドシステムで開発した CMS 画面を図 16 に示す。 

(i) 解体前・解体後部品位置および解体後部品単体写真 

部品写真を、解体前部品位置、解体後部品位置、部品単体 の 3 種類用意することで非熟練

者でも部品取り外しのイメージが湧くように工夫。 

(j) 使用工具一覧 

該当部品を取り外すために必要な工具一式を表示することで、使用工具選びに迷うことな

く、効率的に作業ができる。 

(k) 解体作業の大工程 

大工程（目次）を示すことで、作業全体の流れ（全体工程）が把握できるようになるととも

に、見たい作業工程がどこに記載されているか探す手間を省けるようにした。 

また、大工程の項目を押下することで、項目ごとの詳細工程へ移行する。 

昨年度のプロトタイプシステムでは部品ごとの詳細解体手順を順番に示す方式であったた

め前後の作業や作業全体の流れが把握しにくかった。また、熟練者にとっても大項目（目

次）があれば作業全体の流れを理解するのに役立つとともに見たい部分だけを簡単に見る

ことができるようになり、使い勝手が向上するとの意見を反映させたもの。 
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図 16 部品取り作業ガイドシステム 大工程画面 

 

（５） システム構築（3rd スプリント） 

1st スプリントおよび 2nd スプリントでシステムの画面や機能の大枠を作成し、3rd スプリ

ントおよび 4th スプリントではシステムの微修正や機能の追加を実施。 

テーマごとの主な実施内容を以下に示す。 

 

テーマ 1．解体方針作成システム 

• CP 読み取り AI 補正機能のチューニング 

➢ CP 撮影画像の AI 学習（約 1,500 枚）  

• 部品選定 AI のチューニング 

➢ JARA/NGP 販売データのデータ整形および AI 学習 

➢ 個社版 AI の作成 

全国版AIのみでは個社ごとの部品生産の特徴や方針が反映されにくく本実証では

従来の全国版 AI に加え個社版 AI を作成することで全国の需要トレンドと個社ご

との特徴や方針が反映されるようにした。AI モデル構成を図 17 に示す。 

図 17  AI モデル構成 
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テーマ 2．車両価格算定システム 

• 各リサイクラのマテリアル販売データのデータ整形 

• CMS 画面の部分修正 

テーマ 3．部品取り作業ガイドシステム 

• 解体手順書の作成（2nd スプリントから継続） 

• CMS 上でのコンテンツ（手順書）作成（2nd スプリントから継続） 

（６） システム構築（4th スプリント） 

テーマ 1．解体方針作成システム 

• CMS 画面の部分修正 

• 各機能の修正・試験 

テーマ 2．車両価格算定システム 

• CMS 画面の部分修正 

• 価格算定機能の改良・試験 

テーマ 3．部品取り作業ガイドシステム 

• CMS 画面の部分修正 

• コンテンツ（手順書）の修正 

（７） 評価・分析 

各テーマのシステム作成完了後、表 5 に示すとおり実証試験を実施。 

表 5 実証試験計画表 

テーマごとの実証試験結果を以下に示す。 

テーマ１．解体方針作成システム 

‐1. 入庫情報登録作業の効率化検証結果 

開発システムの導入によって置き換わる作業内容のみを抽出して、従来方法とシステム利

用での作業時間を計測した。検証結果を表 6 に示す。 



 

20 

 

従来方法：CP および走行距離を目視で読み取り、用紙に記録する時間 ＋ その情報を 

既成システムに端末登録する時間 

システム利用：CP および走行距離をシステム（タブレット）で登録する時間 

（CP 読み取りはカメラ撮影による自動読み取り） 

表 6 入庫登録作業の効率化検証結果 

 

‐2. CP 読み取り機能の識別精度検証 

検証条件と検証例を図 18 に示す。 

作成した CP 読み取り機能において CP の記載項目（最大 7 項目）をスマートデバイスの

カメラ機能を用いて撮影し、項目ごとの読み取り正解率を算出した。 

リサイクラへのヒアリングから目標正解率は 90％に設定した。 

 

図 18 検証条件および検証例 
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 9 車種・計 27 台での CP 記載項目ごとの正解率一覧を表 7 に示す。 

表 7 記載項目ごとの正解率一覧 

 車両ごとの正解率一覧（一部抜粋）を表 8 に示す。 

表 8 車両ごとの正解率一覧 

 AI の学習データ量による平均正解率を表 9 に示す。 

表 9  AI 学習データ量別の正解率一覧 

＜考察＞ 

・ 目標正解率には及ばなかったが、リサイクラからは作業効率向上の点では 80％あれば

有効性は認められる、との評価があった一方、車台番号の正解率（約 70％）向上が必

要との意見があった。 

・ AI 学習データ量を増やせれば、正解率を向上できる見込み。 

・ メーカー、車種（CP の様式の差異）により正解率に差異が生じる。 

・ 図 19 に示すように項目ごとの行間が近接していると正解率が低下する。 

➢ 例. プリウスの型式：ZVW を 7VW と読み取ってしまう。 

図 19 読み間違い例 

・ 車台番号は個別（一意）の番号であるため、車両情報マスタの効果が限定的である。 

 

‐3. 部品選定 AI 機能の選定精度検証 

評価指標と計算式を図 20 に示す。 

今回の実証では、(3)再現率を重視する指標として設定した。 
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図 20 評価指標と計算式 

対象 10 車種・計 28 台について、AI と担当者による部品選定結果を比較し、再現率など 

を検証した。 

なお、AI モデルについては全国版・個社版 AI モデルの結果を組み合わせたもので評価し 

た。 

リサイクラ別の結果については表 10 および図 21 に示す。 

なお、目標再現率はリサイクラへのヒアリングから 80％とした。 

表 10 リサイクラ別の結果一覧  

図 21 リサイクラ別の再現率 
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車種別の結果一覧は表 11 に示す。 

表 11 車種別の結果一覧 

＜考察＞ 

✓ AI のデータ学習量が確保できない中、再現率は平均 77.6％と目標である 80％に近づけ

ることができた。 

✓ 再現率を更に高めるためには以下の施策が有効と推察 

・ 車種によっては部品データ数（売上数）が少なく（全国：5,000 以下）、学習効果が得

られにくかったため、データ数を増やす。 

・ 受領した部品データからは個社の売上傾向を測るのに必要なデータが一部欠如してい

たため、新たにデータの蓄積を行う。 

・ 試験日とデータ入手のタイミングに１ヶ月強のズレがあり、在庫数の差異から判断に

誤差が生じたが、商用化では解消できる。 

 

‐4. 部品選定作業の効率化検証結果 

本システムを使用することで、従来方法で担当者が部品選定を実施した場合と比べてどれ

くらい効率化できたかを検証した。 

検証結果を表 12 に示す。 

表 12 部品選定作業の効率化検証結果 
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‐5. 付加価値創出効果の検証 

本システムの部品選定 AI により、新たな気づき部品や担当者の選定漏れ部品がいくつか

見受けられ、付加価値創出に一定の効果が得られた。 

今回の実証での付加価値効果を表 13 に示す。 

表 13 部品選定 AI による付加価値創出効果  

 

テーマ２．車両価格算定システム 

‐1. 車両価格算定機能の妥当性検証結果 

車両価格算定の際は、仕入れ担当者が価格査定時に価値を考慮する部品のみを選択して

価格を算定した。 

車両価格算定結果と実際の仕入金額との比較を表 14 に示す。 

表 14 車両価格算定結果と実際の仕入金額の比較表 

 

＜考察＞ 

・ 本システムの算定価格は売上実績ベースなので、仕入れ金額を決める際には各社の利益

率（粗利）を加味する必要がある。 

・ 車両によってバラつきはあるものの、最小値、最大値で 平均利益率 11～31％の金額を

算出しており、概ね良好といえる。 

・ 仮に利益率を 20％と想定した場合、中央値を参考にすると仕入れ額査定時の目安になる

と考えられる。 

 

‐2. 効率化の定性評価（リサイクラ各社の仕入れ担当者へのヒアリングによる） 

・ 仕入れ担当者でなくても車両の仕入れ価格が算定できるので助かる。 
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・ 車両の状態によって部品価値の増額・減額を算定する際に工場側に問い合わせをせずに

済むので有効である。 

・ 工場には電話やメッセージアプリなどで問い合わせをするが、工場側が直ぐに対応でき

ない場合があるので、時間削減につながる。 

・ 部品ごとの売上価格が分かるので便利であるが、直近の売上価格動向が分かるとなお良

い。 

・ 車両価格算定と部品選定 AI 機能が連携（部品選定 AI が選定した部品をもとに車両価格

算定実施など）すれば、更なる精度向上および効率化が図れる。 

 

テーマ３．部品取り作業ガイドシステム 

  各リサイクラにて熟練者（1 名）、非熟練者（2 名）で作業時間を計測した。 

 熟練者については参考時間算出が目的のため作業は 1 回のみとし、非熟練者についてはシステ

ム使用有とシステム使用無で分け、それぞれ 3 回ずつ作業を実施し作業時間やその他項目を計

測・検証した。（図 22） 

図 22 部品取り作業ガイドシステム 検証方法 

 

今回作業した非熟練者のレベルを以下に示す。 

・ 非熟練者 a：新入社員（研修で一部解体作業経験有） 

・ 非熟練者 b：解体作業経験ほぼ無し 

・ 非熟練者 c：解体作業経験ほぼ無し 

・ 非熟練者 d：解体作業従事半年程度 

・ 非熟練者 e：解体作業経験ほぼ無し 

・ 非熟練者 f：解体作業経験ほぼ無し 

 

‐1. ガイドシステムによる作業時間低減効果の検証結果 

部品取り作業ガイドシステムによる作業時間低減効果の検証結果を表 15 と図 23 に示

す。 
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表 15 作業時間低減効果の検証結果一覧 

図 23 部品取り作業時間の推移 

＜考察＞ 

・ システム有の方がシステム無よりも作業時間は長いが、これはシステム有の方が画面を注

視する時間が多いこと、また丁寧に作業をする傾向があることから作業時間が長いと言え

る。（現場立ち合い時の確認による） 

・ 非熟練者では一部例外を除き、システム有の方がシステム無より時間短縮率は大きい。 

・ システムを使用しても熟練者との差は大きいが、システムを使用して学習することで差は

縮まる見込み。 
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・ 時間が短縮した部品数で比較すると、システムを使用しなかった場合は全部品の 58％で

あるのに対し、システムを使用した場合は 89％に向上した。答え（手順）を見ながら作業

することで記憶への定着率が上がると考えられる。 

 

‐2. ガイドシステムの有効性検証 

部品取り作業ガイドシステムによる有効性検証結果を表 16 に示す。 

表 16 有効性検証結果一覧 

※5 部品中 2 部品は熟練者とのマンツーマン作業  

＜考察＞ 

・ 作業性：システムを使用しないと作業が全くできない部品があったが、システムを使用す

ると全て作業が可能であった。 

・ 安全性：システムを使用すると、重量物等の落下リスクの低減や力任せの作業が減り、安全

性の向上に寄与。 

・ 品質向上：システムを使用すると、無駄なハーネスの切断やツメの破損リスクが減り、部品

の品質向上に寄与。 

・ 学習効果：熟練者に教えてもらう回数が減少するので、熟練者の作業効率向上にも寄与。 
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2.2. 設備導入内容および稼働結果 

今年度の設備導入を表 17 に示す。 

表 17 導入設備一覧 

N0. 設備名 機種・型式 仕様 数量 目的・役割 

1 スマートフォン iPhone13 
6.1 インチ 

ディスプレイ 
4 

解体方針作成システムおよ

び車両価格算定システム、

部品取り作業ガイドシステム

の開発・現場操作用 

2 タブレット端末 iPad 第 7世代 
10.2 インチ 

ディスプレイ 
4 

解体方針作成システムおよ

び車両価格算定システム、

部品取り作業ガイドシステム

の開発・現場操作用 

稼働実績について、図 24 に示す。 

図 24 稼働実績 

 

2.3. 実施結果を踏まえた考察 

テーマ 1．解体方針作成システム 

(ア) CP 読み取り AI 機能 

• 入庫情報登録機能を使用することで、入庫情報登録作業の内、CP および走行距離の読

み取り作業において約 24％の作業時間低減が見込める。 

• CP 読み取り機能の識別正解率は約 82％と目標値まであと少しであったが、CP 写真の

学習枚数を増やすこと、また間違いの文字パターンを学習させることで改善が期待でき

る。 
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(イ) 部品選定 AI 機能 

• 部品選定 AI 機能の再現率は約 78％と目標値（80％）に近づけることができた。 

• 部品選定 AI 機能を使用することで 86％の作業時間低減が見込める。 

部品選定 AI 機能の再現率は学習する部品データ数（売上数）が増えれば改善が期待で

きる。 

• 部品選定 AI 機能による付加価値創出効果は、約 3,200 円/台である。 

• 部品選定結果を蓄積し、フィードバックすることで再現率の向上が期待できる。 

• 部品データをタイムリーに入手することで再現率の向上が期待できる。 

     

なお、システム全体での作業時間低減効果は、1 台あたり約 77％減（低減時間は、約 12 分

30 秒/台）であり、時間削減に大きく寄与できた。 

テーマ 2．車両価格算定システム 

• リサイクラの利益率（粗利）を 20％と想定し、中央値（販売データ数の中央の金額）価

格を参考にすると仕入れ価格査定時の目安にできることを確認した。 

車両価格算定と部品選定 AI 機能が連携すれば、更なる精度向上および効率化が図れ、

よりニーズが高まることが分かった。 

テーマ 3．部品取り作業ガイドシステム 

• 非熟練者がシステムを使用すると、丁寧に手順を読んで作業をすることから作業時間

は増える結果となったが、回数をこなすごとに時間短縮が見込める。 

• 非熟練者が熟練者に教えてもらう回数が減少する。（熟練者の作業時間低減） 

• 安全性および部品の品質向上に寄与できる。 

• 丁寧に手順を読んで作業をすることから学習（記憶の定着）効果は高く、作業手順が

身に付きやすい 

• 昨年度の手順書より注意事項やコツなどを細かく記載したが、依然として説明不足な

点が多くあった。但し、細かく手順を記載し過ぎると却って作業時間が掛かることも

分かった（読む量が増える）ため、バランスが肝要である。 

• 非熟練者には熟練者の作業時間・作業効率に近づける効果を、熟練者には解体困難時

のサポート（トラブル対応や安全情報）になるような手順に改良ができれば良い。 

 

本実証を通して、1 年目で検証したヘッドマウントディスプレイでは安全面での懸念が見

えたこと、昨年度から検証しているタブレット利用によるガイドについては様々な有効性

や課題が顕在化し、将来の現場作業の DX 化に向け、多くの示唆が得られた。 
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3. 今後の実証事業実施における課題および解決方法など 

3.1. 現状の課題 

（１） 部品流通システムとのデータ連携方法 ････ 該当テーマ ① 

解体方針作成システムには部品流通システムとの連携は不可欠であり、システムを提供し

ている JARA/NGP と事業プランを含めた連携方法の策定が必要である。 

（２） CP 読み取り機能の精度向上 ････ 該当テーマ ① 

CP 表記文字の識別正解率の更なる向上が必要であり、特に車台番号に関しては全体の中

でも識別正解率が低い傾向にあるため正解率の向上が課題である。 

（３） 部品選定 AI の精度向上 ････ 該当テーマ① 

再現率および適合率の更なる向上が必要である。AI 選定では部品の取りこぼしを極力少な

くするとともに必要以上に取り外し部品を選定しないことの両立が求められる。 

（４） 車両価格算定システムの機能性向上 ････ 該当テーマ② 

本システムでは、車両の最大価値および仕入れ価格の算定機能を有している。ここで最大価

値とはマテリアル価格と過去に販売実績のある全ての部品価格を合計したもの。また仕入

れ価格とは、マテリアル価格と売れる確度の高い部品を人が選択して（取り外した部品が売

れ残るリスクを排除するため）その価格を合計したものである。そのため、実際に取り外す

部品の価格を反映させた車両の適正価値とは差異が生じており、よりシビアな価格算定が

必要な場面では、適正価値の算定機能が求められる。 

（５） 部品取り作業要領書の標準化 ････ 該当テーマ ③ 

部品取り作業の手順・方法は解体事業者によって異なることがあり、安全性や効率を加味

した上で標準化されることが求められる。 

数多ある車のマニュアルを誰が作成するのかが課題である。 

3.2. 課題の解決方法 

（１） 部品流通システムとのデータ連携方法 ････ 該当テーマ ① 

JARA/NGP と事業プランを含めた連携方法について協議中。当社クラウドサービスを現在

運用中の各部品流通システムへの一オプションとして提供して追加サービス料金を両社で

シェアする案やシステムを部品流通システムへ組み込む形で提供（販売）する方法などを

検討中。システム仕様や料金体系などについては具体化に向けて継続協議中である。 

（２） CP 読み取り機能の精度向上 ････ 該当課題テーマ ① 

正解率と AI の学習数に因果関係を見いだせたので、社会実装の際には CP 写真の入手協力

先を増やし、AI の学習数を増やすことで精度向上を図るとともに、読み間違えの事例を学

習させることで精度向上を図る。 

（３） 部品選定 AI の精度向上････ 該当テーマ ① 

再現率および適合率は学習する部品データ数を増やすこと、また部品選定結果を蓄積し、

フィードバックすることで精度向上を図るとともに部品データをタイムリーに入手するこ

とで精度向上を図る。 

（４） 車両価格算定システムの機能性向上 ････ 該当テーマ② 

車両価格算定と部品選定 AI 機能を連携させることで、車両の適正価値を算定できるように
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なり、価格算定の更なる精度向上および価格算定作業の効率化を図る。 

（５） 部品取り作業要領書の DX・標準化････ 該当テーマ ③ 

将来的には自動車メーカーや業界団体と連携して業界標準の作業要領書を作成することが

必要である。 

 

4. 事業化の計画 

4.1. 想定する事業 

 本事業終了後、部品選定 AI システムを既成の部品流通システムにアドインし、クラウドサ

ービス事業化を計画している。先ずは、車種・事業者を限定してスモールスタートで社会実装

する予定。社会実装後、順次対象顧客および対象車種を拡大していく。 

なお、本実証で作成したシステムについてはセキュリティ面や連携先の求める要件および仕様

を満たしていない点が数多くあり、社会実装に向けては本事業で開発した実証システムをベー

スとして新たに商用向けシステムを再構築する。その理由は以下に示すとおり。 

➢ 商用向けには新たなセキュリティ設計を要するため 

➢ 商用向けには更なる精度向上が求められるため 

➢ 商用向けシステムでは API 連携を行うため（実証システムでは部品データを非連携で受

領） 

➢ 連携事業者（既成部品流通システム）と機能要件、非機能要件（ex.システム稼働時間など）、

運用方針などを綿密に協議した上でシステムの再設計・開発が必要なため 

➢ 現時点でも実証システムからの追加要素、変更要素が有り、大幅な上積みが必要なため 

事業開発フェーズ案と事業モデル案については図 25・図 26 に示す。 

図 25 事業開発フェーズ案 
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図 26 事業モデル案 

 

5. 事業の評価 

5.1. 採算性の評価 

事業の採算性を示す上で必要な収益項目は次のとおり。 

（A） 当社が提供するシステムのサービス料金 

（B） システム利用事業者のコスト低減額 

（C） システム利用事業者にもたらす付加価値 

各テーマの収益の観点と2024年度時点での評価を表 18に示す。なお、作業者の時間単価は3,000

円で試算する。 

表 18 
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5.2. 有効性の評価 

本事業で有効性を示せる項目は次のとおり。 

（D） 作業の効率化 

（E） 属人化作業の解消（平準化） 

（F） 付加価値の提供 

各テーマの有効性の内容と定量評価は表 19 に示す。なお、作業者の時間単価は 3,000 円で試

算する。 

表 19 

 

以 上    


